
（15）2011年（平成23年）8月15・25日合併（毎月3回5日／15E】／25日発行）　鯛　　　　　　　　　　　　〔第三種郵便物認可〕　　　　第849号

：ll r† 1 � �　▼■ 　■ 肝や凋 �l ▼ ◆ l言 �■l ・車 上i � �I曲『■士⊥山 　　■ iJL巨 � � � 

エレ棚テム鳩上磯交換不要の待機型ブレーキを新開発

ブレーキの二重化等の
「既存不適格解消工事」
を夷施した「藤沢東急
ドエルオークス」のエ
レベーター機酎戒皇（上）
と中井春彦理事長（左）

槻ブレーキの細
や制御盤の細対策を
実施した「新宿パーク
サイド永谷」のエレペ

洋　一ター機械室（上）と

川津浩嗣理事長（左）

改
正
法
令
適
合
へ
「
地
震
時
管
制
運
転
」
や
「
耐
震
対
策
」
も

平
成
十
八
年
六
月
の
痛
ま
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
死
亡
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
関
す
る
建
築
基
準
法
施
行
規
則

な
ど
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
改
正
規
則
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
死
亡
事
故
は
、
男
子
高
校
生

が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ド
ア
が
開
い
た
ま
ま
急
上
昇
し
た
た
め
、
体
を
挟
ま
れ
て
肇
急
死
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
か
ら
、
改
正
規
則
で
は
ド
ア
が
開
い
た
ま
ま
昇
降
し
な
い
よ
う
に
ブ
レ
ー
キ
の
二
重
化
が
義
務
付
け
ら
れ
た
．
し
か

し
、
同
法
律
は
あ
く
ま
で
新
築
物
件
へ
の
適
用
で
既
存
の
建
物
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
既
存
建
物
は
い
わ
ゆ
る
既
存
不
適
格
の
状
況

に
あ
る
。
義
務
付
け
は
な
い
た
め
、
法
律
違
反
状
況
で
は
な
い
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
本
社
東
京
、
北
渡
瀬
育
男
社

長
、
以
下
エ
ス
テ
ム
）
が
、
他
社
に
先
駆
け
て
既
存
建
物
専
用
で
巻
き
上
げ
機
交
換
不
要
の
ブ
レ
ー
キ
二
感
化
装
置
（
戸
開
走
行

保
誰
蓑
置
）
を
開
発
、
こ
の
五
月
に
国
土
交
通
省
の
認
定
を
取
得
し
た
こ
と
で
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
求
め
て

既
存
不
適
格
解
消
工
事
に
乗
り
出
す
マ
ン
シ
ョ
ン
が
相
次
い
で
い
る
。
同
工
事
を
実
施
し
た
先
駆
的
マ
ン
シ
ョ
ン
を
取
材
し
た
．

エ
ス
テ
ム
が
開
発
、
認
定
さ

れ
た
装
置
は
、
か
ご
の
戸
が
開

い
て
い
る
状
態
で
の
上
昇
∵
下

降
を
防
止
す
る
装
置
の
「
戸
開

走
行
保
護
装
置
」
　
（
U
C
M

P
）
だ
。
万
が
一
、
通
常
の
ブ

レ
ー
キ
が
利
か
な
く
と
も
、
待

機
型
ブ
レ
ー
キ
で
停
止
す
る
安

全
装
置
で
あ
る
。

既
存
不
適
格
解
消
に
は
、
こ

の
ブ
レ
ー
キ
の
二
重
化
の
他
に

「
地
震
時
管
制
運
転
装
怒
」

「
停
電
時
自
動
着
床
装
置
」
お

よ
び
バ
ッ
テ
リ
ー
の
設
置
、
昇

降
路
内
の
隙
間
安
全
対
策
、
か

ご
下
転
落
防
止
対
策
、
ピ
ッ
ト

内
・
機
械
室
内
∵
昇
降
路
内
の

耐
震
対
策
等
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
三
月
と
六
月
に
工
期
を

分
け
て
、
ブ
レ
ー
キ
二
重
化
等

の
既
存
不
適
格
解
消
工
事
を
実

施
し
た
の
が
、
神
奈
川
県
藤
沢

市
の
「
藤
沢
東
急
ド
エ
ル
オ
ー

ク
ス
」
　
（
築
四
十
四
年
、
十
階

建
て
こ
ハ
十
五
戸
）
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
改
正
施
行

規
則
は
新
築
が
適
用
で
、
既
存

マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
適
用
さ
れ

ず
、
既
存
不
適
格
と
い
え
ど
違

反
で
は
な
い
。
な
の
に
、
い
ち

早
く
既
存
不
適
格
解
消
工
事
を

実
施
し
た
理
由
を
中
井
泰
彦
理

事
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
（
よ
り
安
心
・
安
全
な
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
と
す
る
た
め
に
）

い
つ
か
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ベ
ー
タ
ー
の
完
全
停
止
を
伴

う
。
こ
の
間
、
居
住
者
は
階
段

で
の
上
り
下
り
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
は
体

へ
の
負
担
は
大
き
く
、
上
り
下

り
の
際
の
転
倒
の
不
安
も
あ

る
。
工
事
が
一
年
遅
れ
れ
ば
居

住
者
も
一
歳
年
を
取
る
わ
け

で
、
早
め
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
と
の
判
断
に
つ
な
が
っ
た
。

実
際
、
同
マ
ン
シ
ョ
ン
の
改

修
工
事
は
二
期
に
分
割
さ
れ
、

各
期
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
二
日

間
連
続
完
毒
止
さ
れ
、
計
四

日
間
に
わ
た
り
居
住
者
に
は
階

段
で
の
移
動
を
強
い
た
．

同
マ
ン
シ
ョ
ン
は
七
年
前
の

平
成
十
六
年
四
月
に
、
そ
れ
ま

で
の
財
閥
系
メ
ー
カ
ー
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
エ
ス
テ
ム
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
実
績
が
あ
る
。

制
御
盤
と
巻
き
上
げ
磯
を
交

換
、
地
震
時
管
制
運
転
や
遼
隔

監
視
等
の
装
置
も
取
り
付
け

た
。
当
時
修
繕
委
員
だ
っ
た
の

が
現
在
の
中
井
遜
事
長
だ
。

「
そ
れ
ま
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ

消
工
事
の
発
注
で
も
あ
る
。

実
は
、
同
工
事
は
三
月
中
に

は
終
了
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災

の
影
響
も
あ
っ
て
、
二
期
日
の

工
事
は
六
月
に
延
ば
し
た
経
緯

が
あ
る
。「

震
災
で
計
画
停
電
を
経
験

承
さ
れ
た
」
と
川
津
浩
嗣
理
事

長
は
工
事
の
経
緯
を
話
す
。

臭
は
岡
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
計

画
的
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
工
事
が
行
わ
れ
て
き

た
。
尭
一
次
と
し
て
平
成
十
五

「
藤
沢
東
急
ド
エ
ル
オ
ー
ク
ス
」
（
糾
誹
）
や
「
新
宿
パ
ー
ク
サ
イ
ド
永
谷
」
〔
欝
導
で
施
工
終
了

な
い
。
遅
く
な
れ
ば
、
居
住
者

も
年
齢
を
重
ね
る
。
築
四
十
四

年
を
迎
え
た
当
マ
ン
シ
ョ
ン
に

と
っ
て
、
早
過
ぎ
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
」

工
事
に
当
た
っ
て
は
同
マ
ン

シ
ョ
ン
に
一
台
し
か
な
い
エ
レ

ー
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
さ
れ
た
見

積
も
り
の
半
額
以
下
で
発
注
で

き
た
」
の
が
エ
ス
テ
ム
に
依
頼

し
た
最
大
の
理
由
だ
が
、
保
守

管
理
を
含
め
た
、
そ
の
後
の
エ

ス
テ
ム
の
対
応
姿
勢
を
評
価
し

て
の
、
今
回
の
既
存
不
適
格
解

し
た
．
今
回
の
主
調
で
停
電
時

は
日
勤
着
床
装
置
お
よ
び
バ
ッ

テ
リ
ー
を
設
置
し
た
こ
と
で
、

安
心
感
が
高
ま
っ
た
」
と
中
井

理
事
長
は
話
す
．

東
京
都
新
宿
区
の
「
新
宿
パ

ー
ク
サ
イ
ド
永
谷
」
　
（
築
三
十

四
年
、
十
三
階
建
て
・
九
十
八

戸
）
も
こ
の
七
月
に
「
既
存
不

適
格
解
消
工
事
」
を
終
え
た
。

「
エ
ス
テ
ム
か
ら
管
理
会
社

を
通
じ
て
、
ブ
レ
ー
キ
二
軍
化

な
ど
の
既
存
不
適
格
解
消
工
事

を
提
案
さ
れ
た
。
安
心
・
安
全

な
マ
ン
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
工
事
と
理
事
会
は
判

断
、
議
案
を
冶
金
に
提
出
、
了

年
に
巻
き
上
げ
機
、
制
御
盤
等

の
交
換
や
地
震
時
管
制
運
転
憂

患
等
の
設
置
、
集
二
次
と
し
て

平
成
二
十
年
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
耐
震
化
対
策
や
P
故
地
庚
感

知
串
等
の
設
置
、
そ
し
て
今
回

－
の
ブ
レ
ー
キ
の
二
重
化
や
落
下

防
止
対
簾
関
係
工
事
等
を
終
え

て
、
「
既
存
不
適
格
解
消
工

事
」
の
す
べ
て
を
終
了
。

「
当
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
者

で
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
は
九

十
八
戸
中
二
十
二
人
に
上
る
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
改
修
工

事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
川
津
理
事
長
。

同
マ
ン
シ
ョ
ン
は
十
三
階
建

て
。
工
事
に
当
た
っ
て
は
〓
口

し
か
な
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
完

全
停
止
が
必
要
と
な
る
だ
け

に
、
工
事
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る

ほ
ど
困
難
度
は
増
す
。
乗
降
、

今
回
の
工
事
は
五
日
間
の
連
続

完
全
停
止
を
必
要
と
し
た
．

「
高
齢
の
方
も
そ
う
だ
が
、

中
に
は
事
務
所
と
し
て
使
用
し

て
い
る
方
も
い
る
。
来
客
者
に

ま
で
迷
惑
を
掛
け
た
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
現
行

で
は
最
も
安
全
と
い
え
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
川

津
理
事
長
は
安
堵
（
あ
ん
と
）

する。両
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
既

存
建
物
で
現
行
法
に
す
べ
て

「
適
合
」
さ
せ
た
と
こ
ろ
は
ま

だ
少
な
い
．
だ
が
、
エ
ス
テ
ム

が
既
存
建
物
専
用
の
ブ
レ
ー
キ

二
重
化
シ
ス
テ
ム
を
開
発
、
認

定
さ
れ
た
こ
と
で
「
既
存
不
適

格
解
消
工
事
」
は
今
後
、
本
格

化
す
る
と
み
ら
れ
る
。


